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温泉地域（1）らしさからみた街路景観の評価  
：長崎県小浜温泉地域を事例として  
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図－1街路景観の捉え方   
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11，571人，世帯数：4，117世帯である（図－3）。そのう  
ち，本研究の対象地域である小浜温泉地域は，旅館  
















の側面に類似する立地環境にある温泉地域は多い。   
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昭和52（1977）年  昭和59（1984）年  
平成7（1995）年   
図－4小浜温泉地域の土地利用の変遷（昭和52（1977）年一平成13（2001）年）  
出典：国土地理院2万5千分の1地形図「肥前小浜」をもとに作成  
























































景観構成要素   定義   計測方法   
湯煙   
調査対象街路の両端から約5  
m圏域内に存在するもの   
調査対象街路沿いに建築され  
戸口  た建物の戸口のうち，開口部  
が街路に直接接しているもの   
道路幅員   歩道十車道   
・現地での視認  
・図上計測   
D佃比＝（歩道十車道（m））÷（建  ・現地での視認  
D（道路幅員）Ⅲ（建物高さ）比       物階数×3（m／1階））   ・図上計測   
3．4データの解析  









－29－   









4．1．1．湯煙   
図－7は湯煙からみた街路景観評価結果の布置，図  
－8は湯煙の評価結果に関する地域別の構成比率を表  










計測した景観構成要素   指標の算出方法   
湯煙   湯煙密度（件血a）＝湯煙発生源の数（件）÷リンク長（m）   
戸口   戸口密度（個血1）＝街路両端の戸口の数（個）÷（リンク長×2）   
道路幅員   平均道路幅貞（m）＝計測点の道路幅貞（m）÷計測地点数   









計測した景観構成要素   ランク1   ランク2  ランク3  ランク4   
湯煙（件血a）   0．03以上0．089以下  0．007′）0．02  0～0．00（；  
戸口（個／m）   0．064～0．366  0．04／・、一0．063  0．015～0．039  0～0．014   
道路幅貞（m）   2．70′）4．40  4．30′）6．00  6．01～11．25  11．26′）30．00   
D（道路幅員）朋（建物の高さ）比  0．180～0．728  0．729～0．97  0．975～2．668  2．669～8．444   
補註：太線で囲まれたセルは．評価が高いと判断したランクを表す．  









評価が高いと判断された  総合評価  の   
街路景観構成要素数   
4   ランクA   
3   ランクB   
2   ランクC   
ランクD   
0   ランクE   
3．4．4．評価の分布傾向の把握   
街路景観構成要素及び総合評価の評価結果の地  
理的分布を把握するために，地理情報解析ソフト  図－7湯煙の評価結果の空間布置   
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4．1．2．戸口   
図－9は戸口の数からみた街路景観の評価結果の布  
置，図－10は戸口の数の評価結果に関する地域別の  




















4．1．3．道路幅員   
図－11は道路幅員からみた街路景観の評価結果の  
布置，図－12は道路幅員の評価結果に関する地域別  









図－9戸口の評価結果の空間布置  図－11道路幅員の評価結果の空間布置  
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4．1．4．D／H比   
図－13はD／H比からみた街路景観の評価結果の布  
置，図－14はD／H比の評価結果に関する地域別の構  



























られた（表－6）。   
評価結果の傾向を把握するにあたっては，12タイ  
プの街路景観を評価のランクに着目して，5タイプ  
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評価が高いと判断された景観構成要素     該当する  
評価のランク  
湯煙   戸口  道路幅員  D／H比   街路数   
ランクA  4  ●   ●   ●   ●   5   13％   
3－a  ●   ●   ●  3％  
3－b  ●   ●  ●   3％  
ランクB  
3－C  ●  ●   ●   2   5％  
3－d  ●   ●   ●   8   20％   
2－a  ●   ●  4   10％  
ランクC                 2－b  ●  ●   2   5％  
2－C  ●  ●   3％   
1－a  ●  3   8％  
ランクD                 1－b  ●  3％  
1－C  ●  3   8％   
ランクE  0  9   23％   



















＝ ランウB（○が3個）  
＝ ランウC（○が2個）   
ランウD（○が1個）  
＋ランウE（○が0個）  
北本町国道  南本町国道  北本町旧  南本町旧道   
湯煙   ●   ●  ●   
戸口の数  ●   ●   
道路幅員  ●   ●   
道幅／高さ比  ●   ●   
●の合計   3   4   
図－15総合評価の空間布置  
I  l   l  」     n＝12  北本町国道側l  
南本町国道側l  
補註：●は，評価が高い街路が多いことを表す   
5．2．温泉地域らしい街路景観の形成に向けて  
小浜温泉地域における景観形成に関わる主   
な取り組みとして，散歩地図の作成・配布が   
挙げられる。図－17（「女将おすすめロード湯   
町編」）のような地図の作成・配布は，利用客   
を温泉地域らしい街路景観に誘導し，地域全   
体のイメージの向上に大きく寄与することが  
北本町旧道側  
0％  20％  40％  80％  100％  
JランクA TランクB■ランクCJランクD■ランクE  
国－16総合評価の地域別の構成要素  
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（1）本研究では，温泉を，温泉法第2条を踏まえ，2   
つの条件（①温泉源からの採取時の温度が摂氏25   
度以上，②ある特定の物質を含んでいる）のうち，   
ひとつを満たす地中から湧出する温水，鉱水およ   
び水蒸気その他のガス（ただし炭化水素を主成分  
金持・制作小浜濾泉旅館組合女性部 小浜温泉観光協会TE」．D957－74－2672  
図－17小浜温泉 女将マップ   
総合評価  
－ ランクA   
－ ランクB  
∴ ランクC  
＋ ランクD  
‾ラン  
詣  査対象地域内に  
る図－17の掲載範  
評価は高いものの，図－17  
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とする天然ガスを除く）と定義する。  
また，「温泉地域」に関して，本研究では，上記   
の温泉に関与する人やものがある空間的広がりと   
定義する。  
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